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開催要項、申込書データのダウンロードや詳細情報は当協

会のホームページよりご覧ください。 

ＵＲＬ→ https://www.iwate-adaptive.or.jp/ 

  

■P１／淳ちゃんの巻頭エッセイ②（当協会 平藤 淳 会長） 

■事業報告（Ｒ６上半期：４月～９月） 

P２／スポーツ吹矢体験会・第 1回卓球バレー指導者講習会 他 

P３／第 26 回県スポボッチャ競技・グラウンドゴルフ奥州交流会 他 

P４／第 26 回県スポ・第 2 回卓球バレー指導者講習 他 

P５／ボッチャ体験会・北上青年会議所６月例会 他 

P６／初級パラスポーツ指導員講習・第 1回派遣選手強化練習 他 

P７／【八幡平へ GO】登山教室・第 6 回あまちゃんカップ 

P８／JICA課題別研修・第 7 回卓球バレー交流会 他 

P９／マリンスポーツ体験・ボッチャ体験＠三愛学舎 他 

P10／宮古田老ゲートボール大会・第 1 回インクルーシブ陸上 他 

P11／【北上青年会議所連携】パラスポーツ体験・会員紹介 他 

お問合せ先：一般社団法人岩手県障がい者スポーツ協会 
岩手県パラスポーツ指導者協議会 
岩手県卓球バレー協会 

岩手県ボッチャ協会 
TEL 019-637-5055 ／ FAX 019-637-7626 
E-mail：info@iwate-adaptive.or.jp 

CONTENS ホームページについて 

一般社団法人岩手県障がい者スポーツ協会 

岩 手 県 パ ラ ス ポ ー ツ 指 導 者 協 議 会 

希
パラスポ通信 

望郷いわて

今年は巳年（へびどし）。蛇には、他の動物でいう耳（外耳）はないけれど、空

気の振動を身体の表面全体で感じ、音として認識するのだそうです。そんな 2025

年 11 月には、耳の聞こえない、聞こえにくいアスリートの世界大会・デフリン

ピックが大阪で開催されます。岩手出身＆ゆかりのアスリートは、陸上競技に３

名、バスケットボール１名、ボウリング１名、ハンドボール１名・計６人の出場

が見込まれ、活躍が期待されています。皆さまの応援をお願いします。 

さて、「SUKE de KERO（すけでけろ）」を、ご存じでしょうか。岩手県障がい者

スポーツ協会が作っているＴシャツやパーカー、バッグなどについている蛙のキ

ャラクターで、次のように説明されています。 

 『SUKE de KEROų』 （一社）岩手県障がい者スポーツ協会 

会長  平 藤   淳 

この「すけでケロ」には、協会の英語表記「Iwate Adaptive Sports Network」も添えられています。「Network」

という言葉は、私たちの活動の性格をよく表していて、とても気に入っています。では、「すけでケロ」を英

訳するとどうなるのかなとも思ったのです。 

最近は生成 AI が手軽に使えるようになり、私も時々助けてもらっています。そこで、「すけでケロ」の意

味を英語で表現するキャッチコピーを考えてもらいました。最初に出てきたのは、"Help us, please!" や 

"Can you help me out?" など。英語としては適切ですが、どこか物足りなさを感じました。そこで、もう一

度お願いしてみました。 

⇒「すけでケロ」は確かに手伝ってという意味の言葉ですが「手伝ってください、そして、一緒に何かをし

ましょう」という大切な意味も含まれています。その意味を加味してくださいますか？ 

趣旨を理解したようで、キャッチコピーの候補を何個か出してくれました。 

何度かやりとして、「Be our Buddy and Go together」がいいと、私と生成 AI は合意したのです。 

 足りないところを補い合って一緒にプレーしたり、大会を運営したりしてゆくことが、スポーツの楽しさ

の一つです。「すけでケロ」は「仲間になろうぜ、一緒にやろうぜ」という「双方向」の活動のことだという

ことを確認しながら進んで行きたいものです。 

淳ちゃんの巻頭エッセイ② 

『○○してケロ』とは、相手に何かをお願いするときに使う東北のなまりです。また、『すける』は

「助ける」とか「手伝う」という意味があります。これを組み合わせた「SUKE de KERO（すけでケ

ロ）」は「手伝ってくれませんか（応援してくれませんか）」という意味がある新種のカエルです！ 

 『Be our Buddy and Go together ų』 
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 令和６年上半期（４月～９月）の活動報告です 
ă ḁḢᴻḁᶊ ᶩᵫᵡᶩᶝᵸᶍᶆᴲ ᶎ ḣᴻḨḢᴻḀᶧᶩᵆ ᵇᶱᵳ ᵮᵿᵴᵣᴳ 

 
-Report- 

 

◆期日：令和６年４月 21 日（日） 

◆会場：ふれあいランド岩手（盛岡市） 

◆レポート：今年度の卓球バレー大会はこの大会からスタートします。参

加チームはチャレンジクラスが 11 チーム、わんこクラスが５チームとなり

ました。うれしいニュースが２つありました。１つは久しぶりに久慈市の

ひばり療護園チームに参加いただいたことです。コロナ禍により、2019 年

以来５年ぶりの参加となりました。そしてもう 1 つは秋田県から「さきほ

これ」チームの参加です。開会式で両チームを紹介させていただきました。 

  さて、結果についてです。チャレンジクラスはアスクレクトＢチームが

決勝での同門対決を制し、見事優勝！２位はアスレクトＡチーム、３位は

さんさチーム、４位がもりおか TVC チームとなりました。また、わんこク

ラスは１位が久慈市のひばりチーム（さすがです！）、２位が地活かねはま、

３位がまるこ大盛、４位が鬼っ子クラブとなりました。ご参加いただいた

皆様、審判・スタッフの皆さんありがとうございました！ 

スポーツウェルネス吹矢体験会に参加しました！ 
◆期日：令和６年４月 15 日（月） 

◆会場：ふれあいランド岩手（盛岡市） 

◆レポート：スポーツ吹矢は日本で生まれて 20 年になるそう

です。性別・年齢・障がいのあるなしを問わずに気軽に楽しめ

るのが魅力です。今回は昨年に引き続き、２回目の開催となり

ました。参加した皆さんはほとんどが初体験の方でした。吹矢

の一連の動作や呼吸法を意識しながら緊張気味にスタートしま

したが、自分の吹いた矢が的を捉えるほどに満足気な顔を浮か

べながら楽しんでおりました。最後は模擬競技大会に参加させ

ていただきました。記録証までいただき、大満足しながら体験

会が終了しました。指導を担当した岩手県スポーツウェルネス

吹矢協会の皆さまに改めて感謝を申し上げます。 

第１回卓球卓球バレー指導者養成講習会を開催！ 
◆期日：令和６年４月 20 日（土）◆会場：ふれあいランド岩手（盛岡市） 

◆レポート：本年度１回目の指導者講習会です。受講者は７名と少なかったの

ですが、顔ぶれは行政職員、スポーツ推進委員、教員、障がい福祉事業所職員、

青年会議所会員と多様なメンバーとなりました。今回もアスレクトチームに

講習補助をお願いしました。前半はルール説明と競技体験を行い、後半は審判

方法を学びました。卓球バレーの魅力は多くの方々に認識されつつあります

が、地域普及のためには体験会の開催だけではなく、このような指導者養成事

業を定期的に開催することが必要となります。今後も県内各地での事例やニ

ーズを把握しながら普及していきたいと思います。 

希望郷いわてオープン 2024 卓球バレー交流大会を開催！ 
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ボッチャ競技大会を開催！
◆期日：令和６年５月 12 日（日）◆会場：ふれあいランド岩手（盛岡市） 

◆レポート：県の障がい者スポーツ大会にボッチャ競技が採用されて４回目

の大会となります。今回は立位クラス９名、座位クラス７名、オープンクラ

ス 12 名の合計 26 名が参加しました。この大会は全国障害者スポーツ大会の

予選会を兼ねるため、立位クラスと座位クラスについては同大会に準じた競

技規則に基づき実施しました。またオープンクラスはミニコートを採用して

交流を目的として実施しました。 

  さて、試合はどのクラスも白熱の対戦が続きました。まずは座位クラスで

す。前半の予選リーグでは座位クラスは遠藤豊選手、大矢康生選手、附田昊

選手、瀬川成選手の４選手が決勝トーナメントに進みました。トーナメント

では、日本ボッチャ選手権大会本選に２年連続で出場している遠藤選手が力

を発揮して、見事に優勝しました。立位クラスは３組に分かれた予選リーグ

を行い、各組１位となった小野正嗣選手、佐藤徳泰選手、菅原芳輝選手の３

名による総当たり戦で順位を決定しました。結果は１位が菅原芳輝選手、２

位が小野正嗣選手、３位が佐藤徳泰選手となりました。最後にオープンクラ

スです。前半の予選リーグは４組に分かれて行いました。各組上位２名、計

８名が決勝トーナメントに進出しました。結果は１位が水上三男選手、２位

が堀内理志選手、３位が鈴木司選手となりました。 

グラウンドゴルフ奥州交流大会を開催！ 
◆期日：令和６年５月 16 日（木） 

◆会場：江刺カルチュアパーク（奥州市） 

◆レポート：今年度 1 回目となるグランドゴルフ交流大会を奥州市

の江刺カルチュアパークにて県内各地から 54 名の参加の下に開催

いたしました。運営協力は奥州江刺グラウンド・ゴルフ協会の皆さ

んです。プレーは赤コース・青コースに分かれて 16 ホールの合計

打数で競いました。結果は以下のとおりです。 

☆男性部門（一般）：第 1位（38点）千葉貞一／第 2位（39点）佐藤勇二／第 3位（41点）佐藤栄吉 

☆女性部門（一般）：第 1位（39点）菊池次子／第 2位（44点）柳澤キエ／第 3位（47点）千葉つえ子 

☆団体部門：第 1位（164 点）いちのせき A／第 2位（176点）江刺／第 3位（182点）金ヶ崎 

☆オープン（混合）：第 1位（35点）紺野恭司／第 2位（39点）和川宰／第 3 位（39点）菊池公 

◆期日：令和６年５月 19 日（日） 

◆会場：江釣子地区センター（北上市） 

◆テーマ：You'RE THE RIGHT 2024 

第一講座「startup 今こそ立ち上がるとき」 

◆レポート：一般社団法人北上青年会議所と当協会はパラスポ

ーツを通した共生社会作りをテーマに様々な取組みを行ってい

ます。この取組みが始まって今年で３年目となりました。本年

度の第一講座として行われ、講師として参加してまいりまし

た。講師というよりはパラスポーツの現状、青年会議所の皆さ

んとの連携による課題解決に向けての可能性など話題提供を中

心にお話しいたしました。その後、４つのグループに分かれて

ワークショップを行いました。各グループに設定された課題に

基づき、解決法を探る内容でした。われわれにはない豊かな発

想とユニークなアイディアの数々に刺激的で新鮮な感動をいた

だきました。次回も楽しみです！ 

北上青年会議所５月例会に参加！ 
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◆期日：令和６年６月１日（土）◆会場：純情産地いわてトラフィール 他 

◆レポート：本大会は、毎年６月の第１週土曜日に開催しています。三障害合同の大会となってから 26 回目を迎えまし

た。東日本大震災があった第 13 回大会とコロナ禍が始まった第 22 回は中止となりましたが、それ以外は継続して開催し

ております。コロナ明けから少しずつ選手数は増えていますが、昨年からはほぼ横ばいとなっています。選手の移動手段

として最も一般的なのが市町村の送迎バスでした。しかしながら、コロナ対策による集団移動の自粛やバス料金改定など

があり、各自で移動手段を確保する必要が出てまいりました。これにより、高齢者や各自での移動手段を確保できない選

手の大会参加は困難となる傾向にあります。本大会は県内各地からの参加者の交流の場として定着していますので、移動

負担の軽減については検討を重ねていきたいと思います。 

  さて、今大会は３会場に分かれ陸上・水泳等、全国障害者スポーツ大会実施競技７競技（ボッチャは 5/12 実施）が行わ

れます。県内各地から選手 877 名、競技役員・ボランティア等 642 名の総勢 1,519 名が集いました。10 歳から 80 歳代の

日頃競技に取り組む選手や年に１度、この大会だけスポーツをする選手など多様ですので初めて見た方は驚くかもしれま

せん。今回から陸上のリレー種目が復活し、久しぶりのチーム戦に応援団が盛り上がりました。ご協力いただいた競技団

体の皆さまや本大会を支えるスタッフ・ボランティアの皆さまにあらためて感謝を申し上げます。 

第２回卓球バレー指導者養成講習会を開催！ 

◆期日：令和６年６月６日（木） 

◆会場：岩手大学学生センター（盛岡市） 

◆レポート：本年度２回目となる同指導者講習は岩手大学卓球部との

連携事業として実施しました。昨年に続き、２度目の連携事業となり

ます。参加者は同大学卓球部からおよそ 20 名（新規資格取得者は 16

名）が参加しました。また、アスレクトチームの選手・スタッフに講

習補助をお願いしました。 

  なお、審判実技指導には日本卓球バレー連盟副審判委員長の菅野聡

さんが担当しました。同部では卓球バレーを活用した学童支援や地域

交流イベントを実施しており、その活動は各方面から高い評価を得て

います。当協会も今後も連携を図り、近い将来は同部とのパラスポー

ツ普及に向けて連携協定の締結を視野に入れています。 

【祝！男女アベック優勝！】SAGA2024 ブロック予選・バレーボール競技
◆期日：令和６年６月９日（日）◆会場：岩手県営体育館（盛岡市） 

◆レポート：本大会は全国障害者スポーツ大会「SAGA2024」のバレーボール競技（知的障がいの部）の北海道・東北

ブロック予選会です。全国障害者スポーツ大会は個人競技（陸上・水泳等、７種目）と団体競技が行われます。 

  団体競技は、車いすバスケットボールなど７競技があり、全国を６ブロックに分けて予選会を行い、優勝チームは

全国障害者スポーツ大会への出場権を獲得します。今年度、本県では団体競技のうち、バレーボール競技（知的障が

いの部）の予選会を実施いたしました。 

  出場チームは、男子が岩手県・青森県・宮城県の３チーム、女子が岩手県・青森県・宮城県・仙台市の４チームで

した。男女ともトーナメント戦を行い、その結果、見事に本県チームが男女アベック優勝を果たしました。これで本

県チームは男女とも 10 月に佐賀県で開催される全国障害者スポーツ大会の出場権を獲得しました！ 

岩手大学卓球部との連携事業として実施！ 
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◆期日：令和６年６月 23 日（日）◆会場：見前南地区公民館（盛岡市） 

◆レポート：ボッチャはパラリンピックの正式種目としてメディア等にも

取り上げられ、知名度が高い種目です。また、その競技特性に加えルール

を緩和することにより、スポーツ参加のハードルが下がり、年齢、性別に

関わらず誰でも楽しむことができるインクルーシブスポーツとして、地域

のニーズにマッチしているようです。ボッチャが地域に広がることは、障

がいのある方にとってもスポーツに参加しやすい環境になりますので、当

協会として今後も地域連携を深めていきたいと思います。 

 

ボッチャ体験会＠見前南地区公民館 

◆期日：令和６年６月 29 日（土）◆会場：江釣子体育館（北上市） 

◆テーマ：You'RE THE RIGHT 2024 

第二講座『coming Soon 思いを胸に走り出す』 

◆レポート：今回の第二講座では、９月のパラスポーツ体験会に向け

て開催趣旨の共有や体験種目の特性の理解が主となります。後半の講

座では体験会の実施種目であるボッチャ・卓球バレー・サムスペル等

を体験いただきました。皆さん、楽しむとともに、体験会成功に向け

ての運営イメージを身に付けようと一生懸命に取り組んでいました。 

北上青年会議所６月例会に参加！ 

ῑ ̱ʥ Ѓ ֘ ̝ ˧ ̝ ֓қ

 ◆期日：令和６年７月４日（土） 

◆会場：岩手県勤労身体障がい者体育館・パラリーナ（盛岡市） 

◆レポート：岩手県肢体不自由児者友の会では年に数回、事業者等の利

用者 30 名ほどでパラスポーツを楽しむ機会を作っています。今回は、

ボッチャ・卓球バレーに加えてカローリングを楽しみました。今日は参

加者の皆さんのたくさんの笑顔に出会えてよかったです。日頃、定期的

なスポーツ参加は難しいと思いますが、支援団体でも積極的に機会提供

に取り組んでいただいています。 

◆期日：令和６年７月６日（土） 
◆会場：ふれあいランド岩手・陸上競技場（盛岡市） 

◆レポート：例年、天候が心配される開催時期ですが、今回も無事に終了することができました。昨年度からはディ

スタンス部門も再開しています。今回、選手はアキュラシー部門 161 名、ディスタンス部門 53 名のエントリーがあり

ました。まだまだ事業所からの参加や遠方（特に沿岸地区）からの参加が少ない状況です。本大会は、全国障害者ス

ポーツ大会の競技規則に準じて行っています。また、アキュラシー部門には３m クラスを設定して、重度障がいや各

選手の取組み状況に配慮して実施しています。今後もコロナ過前の参加規模に戻るよう継続して取り組んでいきたい

と思います。また今回も岩手県障がい者フライングディスク協会に所属する審判や関係団体のスタッフ、そして、お

よそ 80 名の学生ボランティアなど多くの皆さんに協力をいただきました。この場をお借りしてお礼申し上げます。 

ふれあいフライングディスク交流大会２０２４を開催！ 
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【県央地区】初級パラスポーツ指導員養成講習会を開催！ 
◆期日：令和６年７月 13 日（土）～15 日（月） 

◆会場：ふれあいランド岩手（盛岡市） 

◆レポート：本講習会は公益財団法人日本パラスポーツ協会の公

認資格の取得講習です。ほぼすべての都道府県・指定都市で行わ

れていますが、本県では初級講習会を県央地区と沿岸地区におい

て各１回の合計２回実施しています（沿岸地区は毎年１月に地区

を北・中・南に分けて持ち回り開催）。 

  さて、県央地区の講習会は毎年７月の海の日を挟む連休に実施

しています。科目はスポーツ指導上の留意点や工夫、障がい各論

等で全 21 時間のカリキュラムで実施しています。受講資格は 18

歳以上でパラスポーツ普及に関心のある方であればどなたでも受

講可能です。今回は県外からの受講者も含めて 17 名に受講いた

だきました。この資格取得をきっかけにして、それぞれの地域で

の活動に参加できるように事業の企画や情報提供に努めてまいり

たいと思います。 

第１回派遣選手強化練習会を開催！ 第２３回全国障害者スポーツ大会 SAGA2024 

◆期日：令和６年７月 20 日（土）◆会場：ふれあいランド岩手（盛岡市）他 

◆レポート：本年より国民体育大会は、国民スポーツ大会へと名称変更されました。各都道府県のスポーツ推進組織

である「体育協会」も「スポーツ協会」へと名称変更されている例が増えており、「体育」から「スポーツ」へとい

う般化が進んでいるようです。 

  さて、今年は佐賀県において第 23 回全国障害者スポーツ大会・SAGA2024 が開催されます。６月の派遣選手選考会

において 28 名の代表選手が決定しました。今回は、第１回目の強化練習となります。会場はふれあいランド岩手で

す。種目によって陸上競技場、プール・体育館で行いますが、ボウリング競技だけは盛岡スターレーンが会場となり

ます。午前中は全体ミーティングで各選手やスタッフの紹介等を行い、午後から練習を実施しています。９月にも強

化合宿がありますが、競技力の底上げと選手団の結束力を高めていければと思います。 

 
◆期日：令和６年７月 28 日（日） 
◆会場：ふれあいランド岩手（盛岡市） 
◆レポート：本大会は今回で９回目を迎えました。当協会の活動理念
は「Sports For All」です。でも All といいながらスポーツ活動に参
加できていない方がたくさんいます。私たちはこの現実に向き合う必
要があります。参加できない理由は様々ですが、本事業では自宅から
でも、そして全国どこからでも参加できるようオンラインを活用した
e スポーツ事業となります。また e スポーツの中でも比較的、ボタン
操作の負担の少ない「麻雀」を採用することにより、重度の身体障害
があっても参加の可能性が広がるのではないかと考えています。 
  さて、今回は 24 名のプレーヤーが参加しました。午前中は４名×
６組に分かれてのランダムの東風戦を行いました。短期決戦ですので
過去の優勝者でもこの予選突破はとても難しいようです。そしてこの
結果、総合得点の上位８名が午後の準決勝に進みました。準決勝から
は４名×２組の東南戦を行い、各組の２位までが最終の決勝戦に進み
ます。そして、今回見事に優勝したのは「カイツ 28」さんでした。以
下、第２位「全角岩手」さん、第３位「豚健」さん、第４位「殻揚
げ」さんと続きました。今回も白熱の対戦となりました。 
  最後になりましたが、運営協力をいただいた岩手 e スポーツ協会
様、株式会社アウトレジャー様、そして自主運営に向けて一緒に取り
組むこととなった岩手県立大学ボッチャクラブの皆さんにこの場を借
りてお礼申し上げます。 



7 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆期日：令和６年８月 18 日（日）◆会場：八幡平レストハウス（八幡平市） 

◆レポート：恒例となった八幡平登山です。参加者は車いす利用者や岩手県山岳

スポーツクライミング協会、ボランティア等で 30 名ほどでした。車いす利用者は

こちらが所有するアウトドア用の車いすに乗り換えていただきます。この車いす

には電動アシスト機能がついていて、悪路や登り坂で力を発揮します。基本的に

は参加者１名に対してボランティアを３名配置してグループごとに八幡平の遊歩

道を散策します。遊歩道といっても急な勾配や段差・階段もあるため、参加者だ

けでなく、ボランティアも体力を消耗するため、随時休憩を取りながら、およそ

２時間かけて周遊しています。途中途中での休憩ポイントはビュースポットも多

く、豊かな自然を眺めたり、登山ガイドのお話しを聞いたり、楽しい体験交流会

となっています。まだ参加されたことのない方は是非一度ご参加ください！ 

◆期日：令和６年８月 25 日（日）◆会場：久慈市民体育館（久慈市） 

◆レポート：本大会は 2018 年に始まりました。しかし、2020 年はコロナ禍

により中止、JICA の派遣も中断することになりました。2021 年から再開しま

したが、コロナ禍の影響が色濃く、2021 年は 9 チーム、2022 年は８チーム、

2023 年は 12 チームの参加にとどまりました。なお、当初、大会運営は当協

会と久慈地域卓球バレー協会が主となり、その後は関係団体やスポーツ・福

祉の部署連携など実行委員会を組織して実施するようになりました。今年度

は久慈青年会議所が新たにメンバーに加わり、地域主体での運営体制を目指

しています。さて、本大会も JICA 研修生が参加しました。参加チームも 19

チームとなり、徐々にコロナ禍前の状況に戻りつつあります。チームに目を

向けると老人クラブの参加が増えていますが、福祉事業所からの参加はひば

り療護園が中心で、他の事業所への広がりはまだまだこれからです。障がい

のある方もない方も年齢も性別も関係なく、一緒にスポーツ交流ができる卓

球バレーの魅力を引き続き地域に広げていきたいと思います。 

第６回あまちゃんカップ・卓球バレー久慈交流大会 2024 
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◆期日：令和６年９月１日（日）◆会場：本吉保健福祉センター・いこい（気仙沼市） 

◆レポート：障がい者スポーツの推進組織である障がい者スポーツ協会は都道府県・指定都市で設立されることはレアな

ケースとなりますが、気仙沼市・一関市の両市には障がい者スポーツ協会が設立されています。しかも、この２つの市は

岩手と宮城の県境をまたぎ隣接しているのも偶然です。また、両市ではインクルーシブスポーツの代表である卓球バレー

に積極的に取り組んでおり、今後連携してスポーツ環境の整備や共生社会づくりに取り組もうということで本事業はスタ

ートしております。 

  今回の交流大会には岩手からはアスレクトをはじめ６チーム、宮城から４チームの合計 10 チームが参加しました。１コ

ートに５チームのリンク戦の組合せを変えながら午前の部、午後の部と交流試合を楽しみました。また審判のフォローア

ップ講習も行いました。実践形式での審判実技はとても良い経験になります。会場予約から準備まで開催にあたりご尽力

いただきました気仙沼市障害者スポーツ協会の皆さまに感謝を申し上げます。 

【一関市＆気仙沼市障害者スポーツ協会交流事業】 

◆期日：令和６年９月３日（火） 

◆会場：日居城野運動公園（花巻市） 

◆レポート：今回は県内各地から約 55 名が参加。比較的穏やかな天候に恵ま

れた中、２コース・16 ホールのプレーを楽しみました。会場となる日居城野

運動公園は、もともとゴルフ場であり、林に囲まれた天然芝のコースはとても

きれいです。微妙なアップダウンがあり、決して易しいコースではないのです

が、男性部門の優勝スコアは何と 33 点でした。成績は以下のとおりです。 

☆男性の部・一般：第 1位（33点）小原 直幸／第 2 位（42点）千葉貞一／第 3位（44点）土橋和夫 

☆女性の部・一般：第 1位（48点）千葉つえ子／第 2位（48点）柳沢キエ／第 3位（52点）佐藤公子 

☆団体の部：第 1位（193点）雫石身障協／第 2位（196点）いちのせき A／第 3位（203点）東和 

☆オープンの部：第 1位（38点）荒谷義彦／第 2位（43点）照井実／第 3位（46点）佐藤智明 

ѩ ʹ ὡ ̝֓қ ͝ 
◆期日：令和６年８月 22 日（木）◆会場：ふれあいランド岩手（盛岡市） 

◆レポート：本研修会は、海外からの研修生を日本に迎え、国内で行われてい

るスポーツを通した障がいのある方々の社会参加の取り組みを学び、自国に持

ち帰り実践いただくという内容でおよそ１か月のプログラムで実施していま

す。主催は JICA（国際協力機構）で、一般社団法人コ・イノベーションが受託

しています。会場は研修テーマにより国内各地を訪問しながら実施しており、

本日はふれあいランド岩手での研修会となりました。最初の講義はインクルー

シブスポーツを活用した共生社会の推進として当協会が講義を担当しました。

その後、ふれあいランド岩手の施設見学を行い、午後は卓球バレーやボッチャ

の体験や指導方法の研修を実施しました。 

【第７回卓球バレー交流大会を開催！ 
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◆期日：令和６年９月８日（日）◆会場：リアスハーバー宮古（宮古市） 

◆レポート：今回は好天に恵まれ、風もなくマリンスポーツ日和の中で開

催することができました。参加者は 40 名ほどでリピーターも多く人気の

教室です。体験プログラムは２本立てとなっています。午前がシーカヤッ

ク体験、午後はボートクルージングを行います。講師は NPO 法人いわてマ

リンフィールドと宮古市シーカヤック協会の会員の皆さまです。安全に配

慮しながらそれぞれのプログラムを楽しみました。午前のシーカヤックは

波の状態がよかったので少し遠出をして、対岸への上陸作戦を行いまし

た。昼食をはさみお楽しみのボートクルージングです。観光客が多く、

「青の洞窟」行きは断念しましたが、高速運航でスリリング満点のクルー

ジングと海から眺める浄土ヶ浜の景色を堪能することができました。 

◆期日：令和６年９月 12 日（木）◆会場：三愛学舎（一戸町） 

◆レポート：今回は一戸町にある三愛学舎にてボッチャの体験教室を行いまし

た。三愛学舎への訪問は初めてでしたが、校舎が新築され、入口から明るくオー

プンな雰囲気があります。どこか高級ホテルのロビーのような感じでこの環境で

学べる生徒さんは幸せですね。ほとんどの生徒がボッチャは初めての体験という

ことでしたが、あっという間にボッチャの面白さに気づき、白熱の試合となりま

した。２月には卓球バレーで訪問する予定です。次回もよろしくお願いします！ 

ボッチャ体験教室＠三愛学舎 

◆期日：令和６年９月 14 日（土）～15 日（日）◆会場：ふれあいランド岩手・サンセール盛岡（盛岡市） 

◆レポート：７月に続き、２度目の強化練習を１泊２日の合宿形式で実施しました。なお、水泳競技については他

の大会日程と重なったため、別日程で強化合宿を行いました。さて、当日は体育館に集合して、大会日程や移動方

法について全体で説明を行いました。例年、この時期に各競技の宿舎が決定します。その後、各競技に分かれて練

習を行いました。練習後は宿舎のサンセール盛岡に移動しました。宿舎での夕食ではささやかですが、懇親会を行

いました。２日目は午前・午後ともに練習を行うという選手にとってはハードなスケジュールになりますが、本番

での活躍を胸に帰路につきました。 

ᶥ ▌ӓ ̝ σ  
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◆期日：令和６年９月 19 日（木）～20 日（金）◆会場：グリーンピア三陸みやこ（宮古市） 

◆レポート：伝統のグリーンピア会場でのゲートボール交流大会です。ゲートボールはルールを工夫することにより障が

いのある人もない人も競技を楽しむことができるインクルーシブスポーツの先駆けともいえる種目です。当協会では毎

年、９月と３月に大会を開催しています。全国的にみても競技人口は大幅に減少しているようですので、なおさらインク

ルーシブスポーツとして障がいのあるなしに関わらず一緒に交流する機会拡充に努めたいところです。さて、今回は９チ

ームが参加して２日間に渡り競技を楽しみました。結果は以下のとおりです。 

第１位：にいさと（７勝１敗）、第２位：ドンちゃん（６勝２敗）、第３位：龍泉洞（６勝２敗）、第４位：東和（４勝

４敗）、第５位：石鳥谷（３勝５敗）、第６位：宮古駒形（３勝５敗）、第７位：紫波の会（３勝５敗）、第８位：近揚

会（２勝６敗）、第９位：種市（２勝６敗）、※勝ち負け同数は得失点差による。 

Ὗ֦ ˧ Ẏ̝ 2024 σ  

◆期日：令和６年９月 23 日（木）◆会場：日居城野運動公園（花巻市） 

◆レポート：これまで「パラ陸上記録会」として実施してきましたが、今回より普通高校や一般の陸協登録の選手も

参加して「インクルーシブ陸上記録会」として開催することとしました。本記録会が障がいや年齢・性別に関わらず

参加交流できるスポーツ機会と位置付け、スポーツを通した共生社会の推進に取り組んでいきたいと思います。 

  この記録会の競技組合せはいわゆる障がい種別による「クラス分け」ではなく、自己申告タイムにもとにしていま

す。これにより、知的障害や聴覚障害のクラスや一般選手が同じレースで競い合うことになります。選手も普段とは

違う競技者とレースができることを楽しみにしているようでした。今後も継続して開催していきたいと思います。 

 
◆期日：令和６年９月 25 日（水） 

◆会場：一関市サッカー・ラグビー場（一関市） 

◆レポート：今回は県内各地から約 65 名が参加して、２コース・16 ホー

ルのプレーを楽しみました。この会場は人工芝のため良いスコアが出や

すく、また、車いすのプレーヤーもプレー時の負担が少ないのが特徴で

す。秋晴れの素晴らしい天候にも恵まれ、好プレーが続出！また他の地

域の皆さんと会話も弾み、皆で楽しい時間を過ごしました。 

☆男性の部・一般：第１位（39 点）伊藤茂／第２位（39 点）千葉貞一／第３位（42 点）及川満幸 
☆女性の部・一般：第１位（39 点）菊池次子／第２位（42 点）千葉つえ子／第３位（46 点）小野綾子 
☆団体の部：第１位（217 点）いちのせき D／第２位（235 点）いちのせき A／第３位（238 点）金ヶ崎 A 
☆オープンの部：第１位（34 点）小野寺寛／第２位（35 点）杉田冨美子／第３位（36 点）瀬戸良子 
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Ỉ ṕ Ṗ 
株式会社アースデザインコンサルタンツ／株式会社アウトレジャー／江刺開発振興株式会社／株式会社久慈設計／株式会社グリーンピア三陸みやこ／株式会社寿広／株式会社

昭和建設／城下 道幸／清和建設株式会社／東北エンジニアリング株式会社／東北資材工業株式会社／東北ターボ工業株式会社／株式会社トヨタレンタリース／株式会社中

野製麺／株式会社中原商店／株式会社長谷川建設／株式会社平野組／宮城建設株式会社／盛岡ガス株式会社／障害者支援施設 緑生園 

ṕ Ṗ 

岩手県車いすハンドボール協会／岩手県 ID バスケットボール連盟／（一社）岩手県作業療法士会／（社福）岩手県視覚障害者福祉協会／（社福）岩手県社会福

祉協議会／(社福)岩手県社会福祉事業団／(社福)岩手県身体障害者福祉協会／岩手県スポーツウエルネス吹矢協会／(NPO)岩手県精神保健福祉連合会／岩手県

知的障がい者サッカー連盟／岩手県知的障害者ソフトボール協会いわてスマイリーズ／岩手県特別支援学校連絡協議会／岩手チェアスキークラブ／（株）オイ

ラー／（一社）コ・イノベーション研究所／サークル「ゆうの会」／（社福）自立更生会／（社福）新生会／全国脊髄損傷者連合会岩手県支部／(社福)手をつな

ぐ／（株）トラスト保険／ドルフィンズ岩手／（株）畠山冷機工業所／山口北州印刷（株）／ラッセル岩手 

ṕ Ṗ 

阿部 史憲／伊藤  昇／井上 勝巳／井上 君之／今宮 正彦／岩渕 典仁／上村  弥／及川 貞之／小江  巧／小野  幹雄／小原 敏弘／軽石 義則／菊池 幸子 

小坂 亜純／佐々木 君夫／佐々木  茂／笹木  正／佐藤 勝士／佐藤 志学／佐藤 慎二／佐藤 隆秀／佐藤 佑哉／白藤 友一／菅原 幸二／髙橋  修／中野 正紀 

野辺地 省吉／平藤  淳／三浦 拓朗／民部田  誠／横沢 高徳 

░ ᵓԌԁ ˢᾤ ˣ 

菅  里美／藤村  誠／堀川  裕二／白畑 由貴子／浅沼  秀夫／阿部 志郎／佐々木 満／村田  美幸／髙橋 千恵子 

░ ᵓԌԁ ˢ ˣ 

アーク株式会社／株式会社アースデザインコンサルツ／株式会社アイエムアイ／株式会社アイシーエス／株式会社ＩＢＣ岩手放送／株式会社アウトレジャー／

株式会社青紀土木／株式会社アスレクト／いしどりや眼科／株式会社 一条工務店仙台／株式会社一般公害集配センター／株式会社岩清水園芸／（一社）岩手県

医師会／(一社)岩手県建設業協会／岩手県産株式会社／岩手建設工業株式会社／岩手県都市ガス協会／岩手県南運輸株式会社／（公財）岩手県予防医学協会／

(一社)岩手県理学療法士会／いわてスポーツ・整形外科クリニック／岩手スポーツ用品販売株式会社／いわて生活協同組合／岩手税理士法人／（公財）岩手県

対がん協会／岩手電工株式会社／岩手道路開発株式会社／岩手トヨペット株式会社／株式会社 岩手日報社／岩手雪運株式会社／岩手リオン補聴器センター／

岩手リハビリテーション学院／（公財）いわてリハビリテーションセンター／イワフジ工業株式会社／株式会社エスイーシー／株式会社エヅリコ・エンジニア

リング／株式会社エヌエスオカムラ／株式会社 FP ホームサービス／株式会社遠忠／桜心警備保障株式会社／大塚製薬株式会社／岡崎建設株式会社／有限会社

小沢商会／株式会社小田島アクティ／株式会社カガヤ／兼田建設株式会社／鎌田水産株式会社／株式会社川徳／株式会社菅文／キオクシア岩手株式会社／株式

会社菊地建設／株式会社キタカミデリカ／株式会社北日本銀行／北日本建機工業株式会社／株式会社キンレイ／株式会社久慈設計／工藤建設株式会社／グリー

ンピア三陸みやこ／栗原建設株式会社／小岩金網株式会社／株式会社公楽／株式会社小林精機／株式会社齊藤興業／株式会社佐賀組／株式会社佐武建設／株式

会社佐藤興産／株式会社佐藤政行種苗／株式会社志百家／株式会社寿広／昭栄建設株式会社／白金運輸株式会社／有限会社新栄観光バス／株式会社新興製作所

／株式会社スパット北上／住田フーズ株式会社／株式会社関建設／株式会社総合土木コンサルタンツ／有限会社タイガースポーツ／太平洋セメント株式会社大

船渡工場／株式会社高光建設／丹内建設株式会社／株式会社丹野組／株式会社司組／株式会社テラ／株式会社テレビ岩手／東北エンジニアリング株式会社／東

北資材工業株式会社／東北住建株式会社／株式会社東北ターボ工業／東北電話株式会社／東里工業株式会社／DOWA 通運株式会社／株式会社都南建設／豊島建設

株式会社／トヨタカローラ岩手株式会社／トヨタ紡織株式会社／株式会社中野製麺／株式会社中原商店／日興電気株式会社／株式会社日盛ハウジング／日本身

体障害者団体連合会東北事業所／ネッツトヨタ岩手株式会社／橋爪商事株式会社／株式会社長谷川建設／花巻市清掃株式会社／東野建設工業株式会社／株式会

社ヒューマンライフ／ヒラトヤ株式会社／株式会社平野組／府金製粉株式会社／株式会社藤沢体育堂／株式会社ベルジョイス／北良株式会社／株式会社マイヤ

／株式会社マルノ／株式会社ミズサワセミコンダクタ／みちのくコカ・コーラボトリング株式会社／株式会社三ツ星商会／南建設株式会社／宮城建設株式会社

／三八五観光株式会社／名鉄観光サービス株式会社盛岡支店／株式会社明和土木／株式会社メグミ／株式会社メディカルサポート／盛岡商工会議所／盛岡ニッ

タン株式会社／医療法人友愛会 盛岡友愛病院／有限会社谷地林業／株式会社ヤマイチ／株式会社山下組／株式会社やよいディライト／株式会社ユニバース／

株式会社 Yumeka／株式会社吉田測量設計／有限会社吉野電設／株式会社米澤商事／ライフセディア株式会社／リアス環境管理株式会社／株式会社理水興業／株

式会社リベスト／菱和建設株式会社／社会福祉法人岩手更生会緑生園／社会福祉法人若竹会 

会員紹介 
-Our Partners- 

いつもあたたかいご支援をいただきありがとうございます！ 

（令和７年８月１日現在  敬称略・五十音順） 

◆期日：令和６年９月 28 日（土）◆会場：北上総合体育館（北上市） 

◆レポート：今回で３年目となります北上青年会議所との連携事業です。本日の体験教室の運営は、青年会議所が主体と

して持続した取組みになるよう、運営及び指導体制を工夫してきました。今日がある意味で集大成の場とも言えます。各

参加者間において共生社会づくりにパラスポーツ体験を活用することは大変有効であるということが共有されたと感じて

います。今後もそれぞれが主体となり取組めるよう連携していきたいと思います。 
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バナー広告掲載中！ 
賛助会員のバナー広告は無料で掲載しております。現在、以下 100団体のバナー広告を掲載中。この他、
掲載依頼がありましたら随時、当協会 HP にアップいたします。詳細につきましてはお問合せ下さい。 

http://www.iwate-pt.com/

